


































永禄 2(559)年 |始祖新六幸元 鹿之介の長男として月山城に生まれると L、う。
幼名は鹿麿(系図では鹿麿は新六の兄)。
永禄 3(1560)年 |幸元 2歳にして，山中家の本家黒田幸隆へ預けられると L、う。




































































正保 3(646)年 2月12日|幸元の室，花卒す。 82歳。花獄妙栄大姉。
正保 3(646)年 8月19日|正成の長女，早世す。自参幻心童女。
慶安 3(650)年12月 5日|始祖幸元卒す。 81歳。ー翁宗国居士。池田大庚寺へ葬る。
































寛文 8(1668)年 9月 8日|和泉町家初代又右衛門之政卒す。 71歳。明史久固居士。



























延宝 5(677)年 l月 4日|正成の長女石卒す。 28歳。和光妙信善女。



























元禄 2(689)年 3月20日!之宗の二女万(善七郎善之の室)卒す。 26歳。梅林貞春大姉。
元禄 5(692)年 |宗利，広島藩蔵元と江戸為替御用に，之宗，広島藩大阪借銀方
御用に任じられる。
元禄 5(1692)年 5月 5日|宗利の娘潔(文は清)早世す。幻夢童女。










































































































正徳 2(712)年 2月 |鴻池新田隣接5ヶ村より新田の再検地の出訴あり。











































享保 4(719)年 4月 i手代の別家のための催合銀制度を始める。
享保 4(719)年 4月8日|宗貞娘，梁，早世す。 4歳。紅顔知栄童女。
享保 4(719)年 5月 鴻池新田の再検地行われる。高1，706石 8斗 8升。打出の内 6





享保 6(721)年 7月附 l山中又四郎家二代，善五郎重栄卒す。秋天是道居土。
享保 7(722)年 この年，岡山藩の江戸廻漕米は鴻池船と御国船と凡そ半々とな
る。












































































元文元(736)年 7月12日 三代宗利卒す。 70歳。本了宗誠居士。
元文元(736)年9月6日 善兵衛家三代，弥三兵衛秀季卒す。 82歳。万峯道憶居士。
元文元(736)年12月17日 宗貞の男，某，早世す。冬岳霜幻童子。


































延享 1(744)年 買米令あり。石高は享保並と L、う。
延享 1(744)年 1月 六代善右衛門幸行生まれる。幼名和次郎(宗益の弟)。
191 
延享 1(744)年 9月 宗貞，落髪す。
201 
延享~ (745)年 この年，別家28人，惣手代31人あり。










宝暦元(751)年 北浜 2丁目難波橋筋西へ入南側，間口 3聞を天王寺屋四郎右衛
門より買収す。
宝暦元(I751)年 岡山藩主池田継政より喜右衛門宛てに知行500石を贈られる。
寛延 4(I751)年 1月13日 宗利の室，千代，卒す。 83歳。瑞淵珠光大姉。
寛延 4(I751)年 2月20日 宗貞の娘，三木，早世す。春山玉英童女。
宝暦 2(I752)年1月24日 又右衛門家七代，喜六近昌，卒す。太山常慶居士。
宝暦 4(I754)年 北浜 2丁目，間口 6聞を天王寺屋作兵衛より買収す。
宝暦 4(I754)年 岡山藩主池田宗政より喜右衛門宛て500石知行せらる。
宝暦 4(I754)年 2月6日 山中善之助家初代，又四郎宗房(又左衛門)，卒す。 63歳。復翁
宗古居士。









宝暦 7(I757)年 6月17日 善之助家初代，助三郎明房(幼名四郎三郎)卒す。 45歳。家山良
斉居士。
宝暦 7(I757)年1月1日 宗貞娘，伊代(苦五郎家，祖)卒す。伊山祖岱大姉。

































































明和 8(771)年 1月13日|分家雅之助家三代，栄蔵明利，卒す。 43歳。義山宗寿居士。
安永 4(775)年 |阿波掛屋料J白銀10枚を100枚に加増される。






























































寛政 6(794)年 1月24日|又四郎家五代 惣太郎道純，卒す。 39歳。園陸宗通居土。
寛政 6(794)年9月8日|善五郎家三代，善五郎幸任，卒す。天倫常遊居士。
寛政 6(794)年12月4日|新右衛門家八代，新右衛門元漸，卒す。 36歳。漸入宗探居士。













和 2に上納する。善右衛門 2万800両，又右衛門 l万2650両，
駒次郎(善五郎)1万2650両。
享和 2(802)年 6月22日|新田会所内の米蔵を再建，上棟する。












































































































































嘉永 5(852)年 |広島藩より幸富に対し， 300俵加増あり。 2，100俵となる。




































































































































































































































































大正三年十月 鴻池家監事江崎政忠識 j 
(鴻池文書，大正 3年「祖先事歴調査顛末J，原文は漢字片仮名混じり文)
このように，江崎氏の解釈では幸元は幸盛の第二子として元亀元年に生まれ，その父幸






























現在までのところ享保 2年 (736)から明治32年 (899) まで-にわたって全17冊が発見
されている。同史料の性格は鴻池善右衛門家別家中へ冠婚葬祭および別宅関係事項を周
知徹底させるために回覧された廻状の控え書である。なお，同史料に基づいて鴻池善右
衛門家の別家の変遷の基礎史料を作成したものが前述の鴻池統男・鹿山謙介による「鴻
池善右衛門家の別家に関する史料JIr大阪大学経済学』第34巻4号の報告である。
20)別宅廻状控(二)，延享 2年~宝暦 7年の記録。
21)難波丸綱目。
22)別宅廻状控(三)，宝暦8年~明和 2年の記録。
23)龍耳集。
近世鴻池年表
24)別宅廻状控(四)，明和 3年~安永 2年の記録。
25)別宅廻状控(五)，安永 3年~安永 9年の記録。
26)別宅廻状控(六)，天明元年~天明 6年の記録。
27)別宅廻状控(七)，天明 7年~寛政4年の記録。
28)別宅廻状控(八)，寛政 5年~寛政10年の記録。
29)別宅廻状控(十)，文化 3年~文化13年の記録。
30)別宅廻状控(十二)，文政 7年~天保 5年の記録。
30別宅廻状控(十三)，天保 6年~天保1年の記録。
32)別宅廻状控(十四)，天保12年~嘉永 4年の記録。
189 
33)三代以前の略歴などについては註 2および宮本又次『鴻池善右衛門』を参照していた
だきたし、。
34)鴻池新田の開発については， ~鴻池新田開発事略』に詳しし、。なお，この新田の経営に
ついては，未詳の部分が多く，特に鴻池両替庖との関係や分・別家との関係および収益
計算や所有の変遷などについては今後検討されるべき事柄が多く残されている。歴史地
理学的研究としては菊地利男氏，池浦正春氏による研究が，経営の研究としては川上雅
氏，藤田貞一郎氏による研究があるが，鴻池両替商資本との経営的関係の中で位置づけ
た研究は乏しい現状である。(註 l参照)
35)安岡重明『財閥形成史の研究J161頁参照。
36)算用帳(明治 9年)。鴻池両替庖最後の算用帳であり，これの記載は明治33年 1月をも
って終わる。
付記〕本橋は筆者が近世鴻池研究をはじめるためにメモランダム的に作成した史料である。
そのため，研究の帰結において作成した年表ではなく，脱漏した事項や誤謬も多く含まれ
ていると思われるが，それらの点に関しては後日訂正をおこないたい。
